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「発
熱
外
来
」開
設
を
前
に

つハンθ
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健
所

催

大
船
渡
保
王ヽ

県
大
船
渡
保
健
所
主
催
の

「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
Ｐ
Ｐ
Ｅ

（個
人
用
防
護
具
）
研
修
会
」

は
８
日
、
大
船
渡
市
猪
川
町
の
大
船
渡
地
区
合
同
庁
舎
で
開
か
れ
た
。
今
月
末
に
予
定
す
る

「気
仙

圏
域
地
域
外
来

・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
」
（発
熱
外
来
）
の
設
置
を
前
に
、
気
仙
の
医
療
、
自
治

体
関
係
者
ら
向
け
に
２
次
感
染
の
防
止
を
確
実
な
も
の
に
し
よ
う
と
開
催
。
参
加
者
ら
は
、
感
染
症

の
専
門
知
識
を
備
え
た
医
療
従
事
者
ら
か
ら
防
護
服
等
の
着
脱
手
順
や
検
体
採
取
の
注
意
点
な
ど
を

学
び
、
感
染
防
止
へ
の
意
識
を
高
め
た
。
同
様
の
研
修
会
は
９
日
も
開
か
れ
る
。

気
仙
圏
域
地
域
外
来

・
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
は
、
気
仙
３

市
町
の
住
民
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
場

合
な
ど
に
お
い
て
、
か
か
り
つ

け
医
ら
の
判
断
の
も
と
で
診
療

や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
を
行
う
機

関
。大

船
渡
市
が
設
置
主
体
と
な

り
、
陸
前
高
田
市
と
住
田
町
（

気
仙
医
師
会
、
県
立
大
船
渡
病

院
、
県
大
船
渡
保
健
所
が
協
力
。

開
設
場
所
は
、
地
域
や
住
民
混

乱
を
防
ぐ
た
め
非
公
表
と
し
て

い
る
。

対
象
者
は
、
気
仙
３
市
町
在
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気仙圏域での発熱外来設置を前に開かれた研修会 (電子新聞に別

写真あ り)

″鶏

住
の
中
学
生
以
上
。
患
者
が
か

か
り
つ
け
医
を
受
診
し
、
医
師

が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
必
要
と
判
断

し
た
場
合
に
同
セ
ン
タ
ー

ヘ
予

約
し
、
指
定
日
時
に
検
査
を
行

う
。
結
果
は
患
者
本
人
に
通
知

し
、
保
健
所
、
か
か
り

っ
け

医
、
当
日
検
査
し
た
医
療
ス
タ

ツ
フ
ら
に
も
報
告
す
る
と
し
て

い
る
。

今
月
末
に
は
開
設
す
る
計
画

で
準
備
を
進
め
て
お
り
、
研
修

会
も
そ
の

一
環
で
開
催
。
日
時

を
変
え
て
２
回
設
定
し
、
初
日

は
気
仙
の
医
療
関
係
者
を
は
じ

め
、
３
市
町
や
同
保
健
所
の
職

員
ら
３５
人
が
参
加
し
た
。

講
師
は
、
い
わ
て
感
染
制
御

支
援
チ
ー
ム

（
工
Ｃ
Ａ
Ｔ
）
の

メ
ン
バ
ー
で
、
感
染
症
管
理
認

定
看
護
師
の
水
野
香
里
氏

（
県

立
大
船
渡
病
院
）
と
紺
野
由
香

里
氏

（
県
立
釜
石
病
院
）
が
担

当
。
工
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
副
統
括
を
務

め
る
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院

感
染
制
御
部
長
の
櫻
井
滋
氏
が

助
言
者
を
務
め
た
。

大
船
渡
保
健
所
の
小
野
泰
司

今
月
末
鮨
設
置
を
予
定

次
長
が
あ
い
さ
っ
し
た
あ
と
、

「
検
体
採
取
お
よ
び
検
体
の
取

り
扱
い
に
か
か
る
留
意
点
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
講
義
が
行
わ

れ
、
個
人
用
防
護
具
の
着
脱
手

順
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
場
合

の
注
意
点
に
つ
い
て
、
講
師
ら

が
動
画
も
使
い
な
が
ら
分
か
り

や
す
く
示
し
た
。

個
人
用
防
護
具
は
、
湿
性
生

体
物
質
に
汚
染
す
る
危
険
性
が

あ
る
と
き
な
ど
に
身
に
着
け
る

も

の
。

医

療

従

事

者

を

微

生

物
や
有
害
物
質
か
ら
守
る
と
共

に
、
そ
の
拡
散
を
防
ぐ
役
割
も

果
た
す
。

検
体
採
取
に
当
た

っ
て
は
、

医
療
用
ガ
ウ
ン

（
エ
プ

ロ
ン
）
、

サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
、
キ
ャ
ッ

プ
、
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド

（
ま

た
は
ゴ
ー
グ
ル
）
、
手
袋
を
着

用
す
る
。
講
師
ら
は
手
指
消
毒

の
徹
底
や
ヽ
ウ
イ
ル
ス
が
付
着

し
や
す
い
前
面
は
触
れ
な
い
な

ど
の
注
意
点
も
挙
げ
な
が
ら
、

着
脱
の
手
順
を
実
演
し
た
「

続
い
て
、
小
野
次
長
が
同
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
診
察
や
検
体

採
取
の
流
れ
を
説
明
。
診
察
室

は
患
者
室
と
医
師
室
を
ア
ク
リ

ル
製
の
遮

へ
い
板
で
分
け
、
医

師
が
検
査
窓
か
ら
両
手
を
通
し

て
患
者
の
鼻
か
ら
検
体
を
採
取

す
る
仕
組
み
を
想
定
し
て
い
る

と
い
う
。

こ
の
あ
と
、
参
加
者
ら
は
個

人
用
防
護
具
の
着
脱
や
検
体
採

取
の
手
順
を
体
験
。
そ
れ
ぞ
れ

講
師
陣
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き

な
が
ら
、
一ヽ感
染
防
止
に
有
効
な
一
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対
応
策
を
身
に
付
け
て
い
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
櫻
井
氏
が

改
め
て
手
指
消
毒
の
と
要
性
や

適
切
な
マ
ス
ク
の
着
用
方
法
を

ア
ド
バ
イ
ス
。
同
氏
は
講
評
で
、

「
Ｐ
Ｐ
Ｅ

（
個
人
用
防
護
具

）

は
自
分
を
守
る
も
の
と
感
じ
る

が
、
自
分
か
ら
人
に
ウ
イ
ル
ス

を
う
つ
さ
な
い
と
い
う
意
味
も

あ
る
。
検
体
採
取
は
非
常
に
重

要
な
仕
事
で
あ
り
、
感
染
者
ゼ

ロ
の
う
ち
に
練
習
を
重
ね
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

気
仙
医
師
会
の
滝
田
有
会
長

は

「
非
常
に
勉
強
に
な

っ
た
。

学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
し
、
セ

ン
タ
ー
業
務
に
役
立
て
た
い
。

十
分
な
準
備
を
し
て
、
適
切
に

一

進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

ぃ
た
。
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